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始末書

このたびは、弊社より納品いたしました〇〇において部数を誤ってお届けしてしまい、その結果、貴社の製造ラインに遅延を生じさせ、多大なるご迷惑をおかけいたしました。
さらに、弊社の納品不足により貴社のお得意様にも大きな影響を及ぼす事態となりましたこと、責任者として極めて重大な問題であると深く認識し、ここに謹んでお詫び申し上げます。
従来、弊社では依頼書に基づく納品数の確認および配送管理には万全を期しておりましたが、今回いずれの段階で誤りが生じたのかを現在調査中でございます。
今後は、今回の事態を厳粛に受け止め、管理体制を徹底的に見直し、二度と同様のご迷惑をおかけすることのないよう、細心の注意を払って業務に取り組む所存でございます。
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